
質問書回答

平成 26年 7月 22日
案件名：スリランカ国土砂災害対策強化プロジェクト【有償勘定技術支援】

（公告日：平成 26年 7月 9日／番号： 140524）について、質問の回答は以下のとおりです。

通番 当該頁項目 質問 回答

１ 便宜供与 ＜質問1＞

本指示書に便宜供与に関する記載がありませんが、配布資料

の Minutes of Meeting によればオフィススペースが提供さ

れるとあります。

オフィススペースのインターネット設備の有無につきご教

示願います。無い場合は、開設費等を見積に計上することで

よろしいでしょうか。

＜回答 1＞

Minutes of Meeting に記載さているとお

り、オフィススペースの提供があります。

インターネット設備の有無については、未

確認ですので、見積に計上してください。

2 p.6 

p.15

＜質問2＞

「コンサルタント」と「JICAが別途派遣する専門家」との成

果 5に係る業務分担で各人が主体として対応する業務分担に

ついては、6ページ「５．実施方針及び留意事項」によると

・コンサルタント：活動 5.1、5.2

・専門家：活動 5.3、5.4、5.5、5.6、5.7

となっているが、「６．業務の内容」の 15 ページによると

・コンサルタント：活動 5.1、5.2、5.3

・専門家：活動 5.4、5.5、5.6、5.7

となっており、活動 5.3の業務分担が異なっている。どちら

が正しいでしょうか。

＜回答 2＞

活動 5.3に含まれる「土砂災害の構造物対

策及び非構造物対策についてのセミナー

及びワークショップ」のうち、構造物対策

はコンサルタント、非構造物対策は別途派

遣する専門家が対応します。セミナー及び

ワークショップの開催準備は、コンサルタ

ントの業務として想定しています。



3 p.17 

p.24

＜質問3＞

第二年次現地業務開始時期が、17ページでは 2015年 12月上

旬になっているが、24ページでは 2015年 7月上旬～になっ

ているが、どちらが正しいでしょうか。

＜回答 3＞

24ページの 2015年 7月上旬が正しい第二

年次現地業務開始時期です。

4 p.27 ＜質問4＞

27ページの地形測量の範囲、測線長が“TECHNICAL NOTES”

3 ページ及び 9ページと異なるが、どちらが正しいでしょう

か。

対象：ウダマドゥラとバドゥルスリガマの平面測量範囲及び

縦断測量長

＜回答 4＞

“TECHNICAL NOTES”の記載が正しく、ウ

ダマドゥラの平面測量範囲 36ha 及び縦断

測量長 900m×2 とバドゥルスリガマの平

面測量範囲 16ha 及び縦断測量長 700m×2

となります。

5 p.9 ⑤想定する対策工

の完工時期

＜質問5＞

p.9では「落石対策工は開始後 19ヶ月、斜面崩壊対策工は開

始後 24ヶ月、2箇所で予定している地すべり対策工は開始後

30 ヶ月に完成させることとする」とありますが、p.24 の工

程表では、斜面崩壊・落石は 12 ヶ月、地すべりは 16~17 ヶ

月の施工期間となっています。

どちらが正しいでしょうか。

＜回答 5＞

落石対策工はプロジェクト開始後 19 ヶ

月、斜面崩壊対策工はプロジェクト開始後

24ヶ月、2箇所で予定している地すべり対

策工はプロジェクト開始後 30 ヶ月で完成

させる予定です。

それぞれの施工期間は、斜面崩壊が 12 ヶ

月、落石が 6ヶ月、地すべりが 16ヶ月を

想定しています。

p.24 1.業務の工程

6 p.7 現地調査の実施 ＜質問6＞

p.14 では、「詳細な地質調査等は想定していないため、目視

及び周辺住民へのヒアリングを主たる情報源とする。」とあ

ります。

一方、p.7 の調査項目の表では、ナース訓練学校ではボーリ

ング調査が想定されています。

どちらが正しいでしょうか。

＜回答 6＞

ボーリング調査を予定しておりますので、

同調査結果並びに目視及び周辺住民への

ヒアリング結果から危険度を評価頂くこ

とを想定しています。

p.14 (11)パイロット地

区での斜面崩壊のモニタ

リング及び評価 (活動

3.1)



7 p.19 (28)調達機材 ＜質問7＞

第 2年次：コンサルタント調達機材として、コンプレッサー

が記載されております。詳細計画策定調査 p.36 の表３－５

－３NBRO所有機材一覧表に「コンプレッサーを含まず」との

一文が見受けられますので、コンプレッサーはソイル・ネイ

リングマシン用であることが拝察されますが、この理解で正

しいでしょうか。

また、他の使用目的等がありますでしょうか。

＜回答 7＞

コンプレッサーは、ソイル・ネイリングマ

シン用です。

他の使用目的等はありません。

8 p.18 (26)「プロジェクト

完了報告書」の作成

＜質問8＞

プロジェクト完了報告書(英文)の提出時期が 2017 年 7 月下

旬となっています。

一方、p.18 では、「プロジェクト開始から終了時までの全て

の活動状況と「プロジェクト完了報告書」として取りまとめ

る」、となっています。

プロジェクト全体は完了していないのですが、2017年 7月提

出ということでよろしいのでしょうか。

＜回答 8＞

2017 年 7 月下旬に作成するプロジェクト

完了報告書（英文）には、地すべり対策工

の瑕疵検査・竣工検査を除く、プロジェク

ト開始から終了時までの全ての活動状況

を記載頂くことを想定しています。一方、

2018 年 2 月上旬に作成するプロジェクト

完了報告書（和文）には、地すべり対策工

の瑕疵検査・竣工検査を含めた全ての活動

状況について記載頂くことを想定してい

ます。

p.21 (1)報告書 (第 2

年次成果品)

以上


